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	委員会での傍聴者の発言内容

（安威川の自然を守るネットワーク　江菅氏）
今日、お手元に要望書という形でプリントをお配りさせていただいてると思うんですが、安威川の自然を守るネットワークの江菅と申します。

　今日、安威川ダムの論点整理のところで要望項目のほとんどが入ってしまってるので、改めて要望するということはないんですが、ここでぜひ委員の皆さん方に確認していただきたいことを申し上げたいと思います。

　ダム本体の安全安心というのはだれが保障していただくかということなんですが、これは一義的には大阪府が保障するという形になるんですが、その保障をだれが担保するのかということになりますと、安威川ダムは安全ですよ、安心ですよということを担保していただけるのはこの委員会しかないと思うんです。以前は建設事業評価委員会というのがあったんですが、それがダムに関してはこちらで評価するんだという形に先ほどの話でもありましたけどなりましたので、ここの委員会で最終的に安全安心ということを担保していただけると、それだけ責任が重い結論を皆さん方でぜひ出していただきたいというふうに考えております。私は当然ダムはつくってほしくないという立場で今まで運動に取り組んできましたので、ぜひとも真摯な議論をお願いしたいと思います。

　あとはご覧おきいただければ私の趣旨はご理解いただけると思いますので、よろしくお願いします。


